
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1012 

令和５年度 学ネイチャーテクノロジー 

 

教科 
学ﾈｲﾁｬｰﾃｸ

ﾉﾛｼﾞｰ 
科目 

情報デザイン講座 単位数 
２単位 年次 ２年次 

使用教科書 なし 

副教材等 なし 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

情報デザインとは、伝えたい内容や表現したいことのさまざまな要素に秩序を与え、情報を発信

する側に立ってより適切な形を考え、実現することです。これは情報の専門的な仕事についている

人だけでなく、毎日の生活の中で誰もが行っていることでもあります。 

デザインの形は決まった方程式のようにあるのではなく、問題と答えはケースバイケースで存在

しています。といっても、デザイン＝芸術的なもの、特別な才能や必要とされるもの、と難しく考

える必要はありません。大切なことは自分の直面する問題に対して「何をデザインで解決するのか」

という目的をはっきりもつことです。日常のいろいろな場面にひそんでいる情報デザインを発見

し、意識して問題を解決できる力を身に付けましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

（１）情報のより効果的な伝達方法について体系的に理解し、それに関連する技術を身に付ける。 

（２）情報デザインの手法、構成に関する課題を発見し、実践的な課題を創造的かつ合理的に解決

する力を養う。 

（３）コンテンツやインターフェースのデザインの構築に主体的、協働的に取り組む態度を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

適切な伝達を行うための知

識について理解し，情報デ

ザインの構築に関する技能

を身に付けるとともに、社

会の様々な場面における情

報デザインと人間の関わり

について理解している。 

情報伝達やコミュニケーショ

ンの場面における情報デザイ

ンの手法、構成について課題

を発見し、科学的な理解に基

づき、情報デザインの知識と

技術を効果的に活用して課題

を解決することができる。 

情報社会において製品やサー

ビスが利用される環境と情報

デザインの関わりについて自

ら学び考えながら、情報デザ

インによる問題解決に主体的

かつ協働的に取り組もうとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１

学

期 

ビ

ジ

ュ

ア

ル

デ

ザ

イ

ン 

・メディアの種類と特性 

・さまざまな表現手法と心

理に与える影響 

a:形態や色彩の特性について理

解するとともに、それらを情報デ

ザインに活用することができる。 

b:利用者への情報の提示や行動

の誘導における課題を発見し、形

態や色彩が人間の心理に与える

影響を利用して創造的に解決す

ることができる。 

c:情報伝達やコミュニケーショ

ンの演出について自ら学び、改善

しようとしている。 

小テスト 

PC 課題 

小テスト 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

・ビジュアルデザインに関する

コンテンツの作成 

・ピクトグラムの作成 

・ポスターの作成 

a:静止画のコンテンツの表現さ

編集に関する知識について理解

するとともに、その表現や編集を

行うことができる。 

b:社会におけるポスター、ピクト

グラムに関する課題を発見し、表

現に関する知識と技術を活用し

て創造的に解決することができ

る。 

c:ポスター、ピクトグラムの作品

の作成について主体的に取り組

むとともに、自らの作品や他者の

作品の評価から積極的に改善し

ようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

２
学
期 

情
報
の
構
造
化
と
表
現 

・様々なグラフの種類と特性 

・表計算ソフトを活用したグラ

フの作成 

・情報検索の工夫 

a:情報デザインを具体化する手

順について理解するとともに、情

報の収集、整理、構造化の方法を

身に付けている。 

b:収集した情報から自らの表現

したいテーマを発見し、創造的に

情報デザインを構築することが

できる。 

c:情報の収集とテーマの設定に

ついて自ら学び、主体的かつ協働

的に取り組もうとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ エクセル

課題 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 
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・情報の収集・整理 

・情報発信の工夫 

・インフォグラフィックの作成 

a:情報取集を効率的・効果的に行

う手順について理解するととも

に、目的に応じた適切な情報発信

を選択することができる。 

b:制作したグラフを効果的にデ

ザインの中に組み込み、利用者が

より興味を持って情報を得るこ

とができる作品を作成すること

ができる。 

c:インフォグラフィックによる

情報発信を積極的に行おうとし

ている。自分や他者の作品につい

て課題を発見し、主体的に改善し

ようとしている。 

ﾜｰｸｼｰﾄ ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

３
学
期 

イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ
ア
の
デ
ザ
イ
ン 

・インターネットとWebサイトの

仕組み 

・HTML を用いた Web コンテ

ンツの作成 

a:Webページにおける情報デザイ

ンの役割について理解するとと

もに、Web ページを総合的に構築

することができる。 

b:社会におけるさまざまな Web

デザインを分析し、利用者の特性

にかかわらずすべての人にとっ

て情報が取得しやすい Web ペー

ジを創造することができる。 

c:情報デザインを用いたインタ

ーネット上のコミュニケーショ

ンについて主体的に学び、課題の

解決に取り組もうとしている。 

小テスト ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

インタラクティブメディアのデ

ザインと構築 

・CSS を用いた情報デザイン 

・JavaScriptを用いたWebコン

テンツの作成 

a:Webページにおける双方向のコ

ミュニケーションの必要性につ

いて理解するとともに、そうした

Webページを構築することができ

る。 

b:ＣＳＳや JavaScript を活用

し、情報デザインの観点からより

分かりやすい Web ページを作成

することができる。 

c:作品の制作に関して、積極的に

取り組もうとしている。自分や他

者の作品を適切に評価し、主体的

に改善しようとしている。 

小テスト ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

作品 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


